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がら，政府批判の機能を持つから，市民的公共圏（市民社会）の主体として位置づけるべ
きである。
結び
ハーバーマスは，利益集団（圧力集団）とそれと結合する組織政党・政府（システム）
による政治的意思決定は特殊利益に基づくものであり，その是正が必要であると考える。
そこで広範な良識ある公衆が参加する市民的公共圏（市民社会）において，その公衆が理
性的討議（熟議）に基づき形成する公論により政治的意思決定を抑制すべきだとする。こ
れは，自発的市民が組織するアソシーエーションの自主的活動により政治を草の根から民
主化しようとするものであり，規範的観点から評価しうる。
しかし民主政治に関する「実践的理論」としては問題である。まず市民的公共圏（市民
社会）の中核的担い手としてのシステム化されていないアソシーエーションは，人材・資
金が不十分であり，政治的意思決定・執行に影響力を行使することができない。営利企業
は，ハーバーマスによると，道具的行為をするものであり，コミュニケーション的行為が
なされる市民的公共圏（市民社会）の担い手に成り得ないが，利害に基づく道具的行為も
理性的側面を有するのであり，アソシエーションと同様の行為をなしうるのであるから，
市民的公共圏（市民社会）の担い手として認めるべきである。労働組合は組合員の特殊利
益を追求する面があるが，労働者の観点から，国民の多数を占める労働者全体の利益を求
める面もあるから，やはり市民的公共圏（市民社会）の担い手として位置づけるべきであ
る。マスメディアは，感情的な大衆を操作する面を有するが，他面，国民が政治的意思決
定をする際に必要な情報や知識を提供するから，特に「広い市民的公共圏」の場合，その
担い手と考えるべきである。政党，特に与党は，民主的政治過程において政治的意思決定
につき重要な役割を果たし，国家的（公的）公共圏と密接な関係を持つが，他面，市民的
公共圏の公論を集約する役割を担うから，やはり特に「広い市民的公共圏」の担い手とみ
るべきである。
結局市民的公共圏（市民社会）の各担い手は，政策ごとに連携したり，対抗したりして
政治的意思決定に影響を与えているといえる。
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〔抄　録〕
ハーバーマスの市民的公共圏（市民社会）論は，市民的公共圏（市民社会）において，
公衆が理性的討議（熟議）に基づき形成する公論により政治的意思決定を抑制すべきだと
するが，この点は規範的観点から評価しうる。
しかしハーバーマスが市民的公共圏（市民社会）の中核的担い手として位置づけるシス
テム化されていないアソシーエーションは，人材・資金が不十分であり，政治的意思決
定・執行に余り影響力を行使することができず，中核的役割を担えない。また営利企業は，
その担い手に成り得ないとされるが，アソシエーションと同様の行為（保育など）をなし
うる場合があるから，その担い手として認めるべきである。マスメディアも，国民が政治
的意思決定をする際に必要な情報や知識を提供するから，その担い手と考えるべきであ
る。政党は，市民的公共圏と国家的公共圏の橋渡しをするから，国家的（公的）公共圏と
密接な関係を持つが，市民的公共圏の公論を集約する役割を担うから，特に広い市民的公
共圏の担い手と見るべきである。結局，各担い手は，政策ごとに連携したり，対抗したり
して政治的意思決定に影響を与えているといえる。
